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・脱水素酵素や分解酵素の基質特異性を進化
分子工学、部位特異的変異技術により改変 
・進化分子工学技術によるタンパク質の安定
化の向上 
・アミノ酸代謝関連酵素を用いるアミノ酸の
製造方法の確立 
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法の確立 
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タンパク質工学タンパク質工学タンパク質工学タンパク質工学とは、遺伝子を改変・修飾することにより、目的にかなった性質や機能をもつタン
パク質を人工的に創出し利用することを目指したナノバイオテクノロジーナノバイオテクノロジーナノバイオテクノロジーナノバイオテクノロジーです。現在、松江しんじ湖
温泉より単離した微細藻類（ラン藻）のアミノ酸代謝酵素や分解酵素をモデルとして、基質特異性を
改変したり安定性の増強などを試みています。ここで用いられる進化分子工学（進化分子工学（進化分子工学（進化分子工学（ランダムミューテー
ション、ＤＮＡシャッフリング）と呼ばれる改変技術は、タンパク質工学から発展してきた生物進化
の加速技術であり、現在でもさまざまな関連技術の開発が活発に行われています。 
20 種類の標準アミノ酸アミノ酸アミノ酸アミノ酸は、サプリメントや人工甘味料（アスパルテーム、パルスウィート）の原材
料として現在大変注目を集めている生体物質ですが、これらのアミノ酸の製造方法は必ずしも効率的
なものではなく、より簡便で安価な製造方法が望まれています。たとえばアミノ酸脱水素酵素の基質
特異性（反応性）を改変することができれば、20 種すべてのアミノ酸を効率的な酵素法で製造する
ことが可能となります。    

 
『ラン藻『ラン藻『ラン藻『ラン藻 P. lapideumP. lapideumP. lapideumP. lapideum由来アラニン脱水素酵素の三次元構造』由来アラニン脱水素酵素の三次元構造』由来アラニン脱水素酵素の三次元構造』由来アラニン脱水素酵素の三次元構造』    
英国シェフィールド大学との共同研究により、本酵素の三 
次元構造を 0.2ナノメートルの分解能で決定することに成 
功しました。この構造情報を基に改変を試みています。 
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